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主  論  文  の  要  約  
Association between 4-year all-cause mortality and carnitine profile in 
maintenance hemodialysis patients. 
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内の倫理委員会にて承認され、ヘルシンキ宣言に従って行われた。                                     
【結  果】  
 当院外来維持透析患者 122 人を対象とし 11 名が除外（腎移植 3 名、カル
ニチン内服 6 名、ピボキシル基含有抗生剤使用 2 名）され、 111 人が選択さ
れ、観察期間中に 24 人が死亡（敗血症 8 名、心血管死 6 名、肺炎 5 名、脳
血管死 3 名、悪性腫瘍 1 名、多臓器不全 1 名）した。                                    
Cox 回帰分析の結果として、 4 年総死亡の独立した有意な因子として糖尿
病（ Hazard Ratio(HR)=4.981(2.107-11.77))、年齢（ HR 1.052(1.014-1.091)）、
アセチルカルニチン /（パルミトイルカルニチン +オクタデセノイルカルニチ
ン）（ C2/C16+C18:1） (HR 0.937(0.904-0.971))が選択された。これらの因子
はブートストラップ法でも同様に有意な因子として選択された。                                     







【結  論】  
 当院外来維持透析患者の 4 年総死亡は糖尿病、年齢と正の相関を認め、β
酸化効率である C2/(C16+C18:1)と負の相関を認めた。維持透析患者へのカル
ニチン投与はβ酸化効率を改善させ生命予後を改善させる可能性がある。                                    
